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をもつ小惑星が生成しこれの溶融によって鉄･ニッ

ケノレ合金相は中心に沈み鉄明石が生成し珪酸塩相はそ

の外側を取かこみその岩漿分化作用によって生じたの

がアコンドライトであると考えられている.地球でい

えばアコンドライトは地殻と上部マントノレの一部にあ

たるのであろう.明石の中でアコンドライトがもっと

もウラン(U)含量カ塙いのはこのせいかもしれない.

最後にとり残された石鉄腹石は珪酸塩相と金属相が

ほぼ半分づつ混り合った腹石でこのような2相の混合

生成物がみられることから隈石の天体母体力茎あまり大

きくなかったとする一つの証拠となっている.

｢隈石の話｣の第1回では分類だとか化学組成

鉱物組成のような非常に地味な話ばかりでいささかうん

ざりしたと思う.第2回はこれらの隈石の同位体組

成やこれまで積み重ねてきた事実をもととして鰻石は

どうしてできたのかという議論に入って行くことにして

いる.明石の同位体地球化学は世界の最尖端を行く

研究者達カミしのぎを削っている分野で宇宙線の影響だ

とか化石として蹟石の中にとり残された放射性同位体の

話などをおりこんで行きたい.(筆者は技術部地球化学課)

｢明石の話｣の主要な参考文献
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本田雅健(1963):噴石中の同位元素科学88,2-9

本田雅健(1965):宇宙化学化学と工業18.1406-1416

本田雅健(1966):放射能とイン万の起源日本物理会誌
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木越邦彦･小田稔(1962):宇宙線と宇宙の歴史科学82,
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木越邦彦(1965):年代測定法紀伊国屋書店

Anders,E.(1964):Origin,age,andCo㎜positionoヂ
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なお文献その他で東大物性研究所本田雅健教授にはひとかた

ならぬお世話になった

･回本鉱物学会

1.昭和42年5月31日(水)

～6月2目(金)

2.日本鉱物学会年会

および総会

3.国立科学博物館

(台東区上野公園)

4.日本鉱物学会

5.東京都台東区上野公園

国立科学博物館地学研究都地学第■研究室

Te1.東京(03)822-6111(内線58)

･石薄石灰学会

1.昭和42年6月2目(金)

2.第18回総会および第35回学術講演会

3.葛生会館(栃木県葛生町)

4.石腎肩灰学会

5.東京都千代田区神田駿河台1-8

日本犬学理工学都犬学院内石膏石灰学会

Te1.東京(03)293-3251(内線359)

･日本地質学会

1.昭和42年10月11目(水)～14目(土)

2.日本地質学会第74年総会ならびに

日本地質学会日本鉱山地質学会目本鉱物学会

目本岩屑鉱物鉱床学会目本粘土学会連合学術犬会

3.名古屋大学(豊田講堂教養都)

名古屋市千種区不老町

4.日本地質学会行事委員会

5.東京都文京区本郷7-3-1

東京大学理学都地質学教室目本地質学会

TeL東京(03)(812)2111(内線2432)

･日本古生物学会
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昭和42年6月18目(周)

第96回例会

犬阪売立自然科学博物館(大阪市西区ウツボ町)

日本古生物学会

東京都台東区上野公園

国立科学博物館古生物学課

･石炭科学国際会議

�

㈮

㌮

�

�

昭和43年6月10目～14目

石炭化作用無分解ガス化石炭組織に関する講演会

��湧��楴畴�晴��散�猱�慫楡�

Acade㎜yofScience

第7回有炭科学国際会議

MiningInst三tuteoftheCzechoslovak

Acade㎜yofScience,Praha.

･宿産科学部会

1.昭和42年11月9日(木)～11目(土)

2.第4回万炭科学(石炭の地球科学組織･化学的性質

加工等)に関する講演会
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九州

燃料協会眉炭科学都会

東京都中央区銀座西4-5西銀座ビル内

燃料協会東京(03)(561)一3760

〔注〕1.開催年月目2.会合名3.会場

4.主催者5.連絡尭(掲翻1度位は原稿到着順)�


